
MIXI知財室におけるAIエージェント活用の全
貌と知的財産組織の抜本的変革 

Gemini 3.6 Flash 
全社的AI推進体制と知財部門における変革の背景 
株式会社MIXI（以下、MIXI）は、デジタルエンターテインメント領域における「モンスターストライク」を
はじめ、競輪映像配信・ベッティングサービスの「TIPSTAR」やプロスポーツチーム運営を擁するス
ポーツ事業、家族向け写真・動画共有アプリ「家族アルバム みてね」を展開するライフスタイル事
業、さらには投資事業に至るまで、多角的なITビジネスを推し進めている1。多岐にわたる事業展開

において、事業の成長スピードに知的財産（IP）業務を追従させ、法的リスクの回避と競争優位性の
確保を両立させることは、同社の経営戦略上の至重要課題となっている2。 
この課題に対し、コンプライアンス本部知財室は、生成AIおよび「AIエージェント」を実務プロセスへ
全面的に組み込むことで、業務効率化にとどまらない本質的な知財デジタルトランスフォーメーション

（IP-DX）を達成している3。知財室の変革は、全社的なAIファースト文化と経営陣による強力な意思
決定に裏打ちされている1。2023年春の検証フェーズを経て、2024年12月には取締役上級執行役員
を委員長とする全社横断組織「AI推進委員会」が補足された3。さらに2025年3月には、約2,000名の
全従業員を対象に「ChatGPT Enterprise」を約45日間で導入し、全社AI利用率99%、月間約17,600
時間の業務削減効果、1,800個以上のカスタムGPT創出という成果をあげている3。 
知財室長を務める栗山幸介氏は、システムエンジニア（SE）としての技術キャリアを経て特許事務所
で弁理士資格を取得し、さらに中小企業診断士の資格も併せ持つ人物である1。エンジニアリング手

法、知的財産実務、経営的視点という三位一体の知見が、ソフトウェア開発の思想を知財業務へ移

植する原動力となった1。知的財産の世界では、2025年12月に日本特許庁への単月出願件数が約8
万2,000件に達するなど、AI活用を背景とした出願や審査の高速化が急速に進行している6。MIXI知
財室は、「AIが自律的に特許情報を読み込み、検索式を立て、明細書や応答案を作成する時代」を
前提とした組織・業務設計の再構築を推し進めている1。 

知財業務における構造的変化と定量的成果 
知財室におけるAIの活用形態は、段階的な進化を経て「エージェント型」へとシフトしている1。従来の

対話型AI（チャット型）では、人間が一問一答形式で指示を出し、出力結果を確認した上で次の入力
を考案するというプロセスを辿っていたため、人間の作業時間自体がスルーブットのボトルネックと

なっていた1。プロンプトエンジニアリングによるテンプレート化を経た現在、知財室が注力しているの

が第3段階である「AIエージェント」の活用である1。AIエージェントは、人間からの大まかな指示に基
づき、自律的に実行計画を立案し、外部ツールやデータベースと連携しながら、数十分から数時間

に及ぶ長時間タスクを人間を介さずに完遂する1。 
知財室では、エンジニアが利用する統合開発環境（VS Code等）上で動作するコーディングエージェ
ント「Claude Code」等を実務のメインツールとして採用した1。AIに処理を行わせる間、人間は別の
戦略的業務に従事できるため、作業時間の拘束が大幅に解除された1。このエージェント型アプロー



チの導入により、特許出願、中間処理、FTO調査、商標区分判定、外部掲出物チェックといった主要
知財業務の全域で定量的・定性的な変革が達成されている2。 
特許出願業務においては、従来は外部の特許事務所へ全件外注し、発明提案から出願準備完了ま

で1〜2ヶ月のリードタイムを要していた3。これをAIドラフト生成と人間による戦略的チェックを組み合
わせたインハウス主導のフローへ再設計した結果、リードタイムは最大90%削減され、1週間以内で
の出願準備が可能となった3。また、特許庁からの拒絶理由通知に対する中間処理業務では、発送

書類のPDFをAIエージェントに入力するだけで、拒絶理由と査定の自動判別、引用文献の取得、ク
レーム対比表の作成、複数の反論・補正方針の策定、意見書および手続補正書のドラフト作成まで

が約1時間で自律的に完遂される1。特許分析プラットフォーム「サマリア」を併用したハイブリッドプロ

セスにより、OA対応期間は従来の約40日から25日へと短縮（対応時間として最大85%削減）され、
同時に97〜98%という極めて高い特許査定率を維持している3。特許査定となった案件に対しても、

ファミリー全出願のクレームを収集・評価し、分割出願の具体的方針をAIが自動提案する仕組みが
機能している1。 
権利侵害リスクの把握や競合分析に不可欠なFTO（Freedom to Operate）調査および先行技術調
査においても、大きな成果があがっている3。数百件の特許公報を目視で精査する作業に2〜3週間
を要していたプロセスに対し、AIによる文脈理解に基づいた自律スクリーニングと分類付与を導入す
ることで、人間の確認対象を数件から数十件へ絞り込み、調査期間を60〜70%削減した3。ゲーム業

界特有の「ガチャ関連特許」1,400件のクレーム分析では、従来の特許分類（FI/Fターム）や複雑な検
索式に頼ることなく、AIが抽選ロジック、排出内容、確率制御といった技術観点を自動抽出して独自
の構造化分類を付与することに成功した9。さらに、商標・著作権領域においても、企画内容から指定

商品・役務区分を自動判定するツールにより1件あたり30分の作業を1〜2分へ短縮したほか、広報・
ブランド・知財の複数部署が目視で行っていた外部掲出物の権利侵害確認をマルチモーダルAI解
析に置き換え、知財部門の稼働を60〜80%削減している3。 
 

業務領域 従来のプロセス（

Before） 
AIエージェント導入
後のプロセス（After
） 

定量的成果・指標 

特許出願準備 外部特許事務所へ

の全件外注、リード

タイム1〜2ヶ月3 

AIによる明細書ドラ
フト作成と人間の戦

略検証の統合3 

出願リードタイム最

大90%削減（1週間
以内に短縮）3 

中間処理（OA対応） 手動による公報読

解・補正方針検討・

意見書作成（約40
日）3 

PDF入力から対比
表・対応方針・補正

書ドラフトをAIが1時
間で自律生成1 

対応時間最大85%
削減（期間約40日
→25日）、査定率
**97〜98%**を維持3 

FTO・先行技術調査 数百件の公報を目

視確認・精査（2〜3
週間）3 

AIによる自動スク
リーニング・概念分

類（検索式不要）3 

調査期間60〜70%
削減、1,400件のガ
チャ特許を自動独自

分類3 



商標区分判定 担当者による手動で

の区分・指定役務確

認（約30分/件）3 

サービス企画書から

の商標区分・指定役

務自動推定3 

処理時間1〜2分/件
へ短縮3 

外部掲出物リスク確

認 
広報・知財・ブランド

部門によるリレー式

目視確認3 

マルチモーダルAIに
よる画像・文面の一

括権利侵害解析3 

知財部門の確認稼

働量60〜80%削減 
3 

AIエージェントを継続的に補修・育成する二軸基盤と組織知化 
AIエージェントの処理能力を高め、実務で安心して運用するためには、システム的連携と継続的な
学習・修正プロセスの双方が不可欠である1。MIXI知財室では、AI活用を推進する概念的柱として
「つなげる」と「育てる」という二軸のアプローチを掲げている1。 
「つなげる」アプローチは、AIエージェントがアクセス可能な接続先を拡張し、自律的に活動できる環
境を整備することを意味する1。特許庁が提供するAPI、外部の特許データベース、社内のコミュニ
ケーションツールであるSlack、さらには特許管理システム等とAIエージェントを安全に接続すること
により、AI自身が自律的に必要なデータを取得し、処理結果を適切なシステムに格納する動作範囲
を作り出している1。セキュリティやアクセス権限の制御は人間が厳格に管理・把握した上で、AIが滞
りなく動ける権限範囲を与えることが前提となる1。 
一方の「育てる」アプローチは、AIに実行させるべき業務の明確な言語化と、出力結果に対する継続
的な人間からのフィードバックループの構築を指す1。明細書作成や中間処理の基準をプロンプトとし

て緻密に言語化し、AIが出力した成果物に対して人間が客観的な評価を行って不備を修正させる1。

AIエージェントは過去の対話やプロジェクトの文脈を記憶する機能を備えているため、一度評価と修
正の指示を与えれば、次回以降の処理で同様の誤りを回避し、人間の意図に沿った処理精度を獲

得していく1。 
この育成プロセスを個人レベルにとどめず、組織全体の「暗黙知から形式知への変換（コード化）」と

して蓄積するために、知財室ではソフトウェア開発のデバーバル手法である「Infrastructure as Code
（IaC）」の概念を取り入れている3。作成されたプロンプト、スクリプト、Pythonプログラム群は、ソフト
ウェア開発で用いられる「GitHub」のリポジトリ上でバージョン管理されている1。チーム内の誰かが

プロンプトを改良した場合、その変更履歴が記録され、即座に全員が最新の改善版プロンプトを利

用できる仕組みが整備されている1。個人が試行錯誤した成果をチーム全体の共通資産として蓄積

することで、属人化を防ぎ、組織全体のAI活用レベルを底上げしている1。 
 

業務ドメイン GitHub上で管理されるプロ
グラム・プロンプト資産規模 

主な機能およびスクリプト構

成 

特許出願・ドラフト作成 約18,000行3 発明抽出プロンプト、クレー

ム自動生成スクリプト、明細

書フォーマット構成プログラ

ム1 



中間処理（OA対応） 約9,000行3 拒絶理由判別ロジック、引例

対比表作成プログラム、意見

書・手続補正書生成スクリプ

ト1 

先行技術・FTO調査 約10,000行3 公報データスクリーニング、

非定型テキスト文脈解析、類

似度スコアリングコード3 

一般調査・技術分析 約4,000行3 競合他社出願動向抽出、技

術キーワード自動付与・抽出

スクリプト1 

IPランドスケープ・統括 約60,000行（関連スクリプト
含む）1 

大規模公報群の概念分類、

事業データ・市場トレンドとの

自動照合・可視化プログラム
1 

業務ごとにAIの関与度と人間のチェックレベルを切り分ける「共容ライン（許容ライン）」の設計も、組
織的運用の重要な要素である1。すべての業務で人間がダブルチェックを行う体制では、最終的な業

務効率化の限界に直面する1。知財室では、査定後の権利維持を目的とする中間処理や分割出願

提案の初期案作成など、リスクが一定範囲に限定される業務については共容幅を大きく設定し、AI
の出力を基本として尊重することで人間の介在を最小限に抑えている1。対して、新規事業の根幹を

なす出願の権利範囲設定や重要な侵害訴訟リスクの判断など、経営・事業に直接的影響を及ぼす

上流業務においては共容幅を狭く設定し、人間が深く関与して意思決定を行う1。この共容ラインは

固定的なものではなく、AIモデルの知能向上やプロンプトの改善に応じて動的に拡大されていく1。 

今後の知財組織のあり方と「人少数＋AI拡張型」モデルへの
進化 
AIエージェントによって定型的な業務処理が自動化されると、知的財産組織が果たすべき本質的役
割は、特許権の権利化や紛争対応を中心とする下流の「処理組織」から、経営や事業戦略に直結す

る上流の「戦略を語る組織」へと変貌を遂げる1。自動化によって創出された時間と人的リソースは、

IPランドスケープ分析に基づく新規事業の提言、競合他社の参入障壁構築、外国出願の内製化拡
大、並びに無形資産を活用した企業価値向上といった攻めの戦略業務へ再投資される2。 
企業知財組織の将来像に関して、知財室では「人的構成」と「AI活用力」の組み合わせによる複数の
組織モデルを想定している1。人間中心で従来通りの増員を目指すモデル（モデルA）や、人間とAIを
同等比率で配置するハイブリッドモデル（モデルB）に対し、MIXI知財室が目指すのは、人間の員数
を最小限に抑えつつAIエージェントを最大限にスケールさせる「人少数＋AI拡張型モデル（モデルC
）」である1。 
 



組織モデル 人的リソース戦

略 
AI活用度・ス
ケール構造 

主な業務焦点・

組織特性 
遂行能力・コス

ト特性 

モデルA（人間
中心型） 

人員の直接的

増加による規模

拡大1 

一問一答型

チャット等の限

定的利用1 

伝統的な手動

での出願・中間

処理・権利維持
1 

労働力不足の

影響を受けや

すく、人件費が

線形増加1 

モデルB（ハイ
ブリッド型） 

現行の人員規

模を維持1 
プロンプト等に

よる定型業務の

効率化1 

手続き業務の

迅速化と一部

戦略業務の兼

務1 

人間のタスク処

理速度が組織

全体の上限を

規定1 

モデルC（人少
数＋AI拡張型） 

少数精鋭の戦

略的人員配置（

5人規模）3 

AIエージェント
の自律実行に

よる非線形ス

ケール1 

経営コンサル

ティング、IPラン
ドスケープ、攻

めの知的財産

戦略2 

低コストで「30
人分のアウト

プット（仮想的

大規模組織）」

を実現1 

モデルCを選択する根拠は、AIモデルの性能が急数的に向上する一方で、モデルの利用コストは長
期的低下傾向にあるという技術・経済的メカニズムにある1。人間の増員や能力開発だけに頼る組織

構築は限界を迎えるのに対し、低コストで高性能化するAIエージェントの活用能力を高めるアプロー
チは、組織全体の遂行能力を限界なく拡張することを可能にする1。少人数でありながら大規模組織

と同等の成果を生み出す「仮想的な大規模組織」の実現が、モデルCの目指す着地点である1。 
こうした組織構造の変革に伴い、知財部員に求められるスキルセットも根本から変化する1。単に明

細書を読解・作成する能力や調査手続を熟知していることの価値は相対的に低下し、自社のビジネ

スロジックや思考プロセスを言語化してAIに指示を与える「要求設計能力」、AIが提示した膨大な分
析結果や補正案の妥当性を迅速に見極める「評価・判断能力」、そして知的財産ポートフォリオを経

営価値へ変換する「事業トランスレーション能力」が中心的な要求スキルとなる1。 

結論 
MIXI知財室におけるAI活用の取り組みは、単一のツール導入による一時的な業務効率化にとどま
らず、知的財産業務の思想、運用プロセス、ナレッジ管理、組織設計をAI前提で再定義した先進的
なモデルである1。 
知財業務の変化という観点においては、Claude CodeをはじめとするAIエージェントの導入により、
特許出願リードタイムの最大90%削減や中間処理時間の最大85%削減を実現し、従来の労働集約
的な作業から知財部員を解放した1。AIエージェントを育てる仕組みという観点においては、「つなげ
る」と「育てる」の二軸によりエージェントの行動範囲と精度を拡張し、それらのノウハウをGitHub上
でコード資産（IaC）として管理・共有することで、組織知としての定着と継続的改善のサイクルを確立
した1。そして、今後の知財組織のあり方という観点においては、手続きをこなす「処理組織」から企

業価値向上を牽引する「戦略を語る組織」への転換を掲げ、少数精鋭で大規模組織と同等の能力を

発揮する「人少数＋AI拡張型モデル」の実現性を実証した1。 



AIモデルの更なる高精度化と自律性の向上を見据えた時、企業における知的財産部門の競争力
は、どれだけ多くの人員を抱えているかではなく、どれだけ高度なAIエージェント群を自社の戦略的
パートナーとして組織構造内に組み込めているかによって決定される1。MIXI知財室の実践は、デジ
タル時代の知的財産管理における新たな標準像を明確に指し示している3。 
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の進化, 
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/92b50103618b9c91b7f1.pdf 

9.​ 生成AIにより進化した企業知財の最前線【栗山 幸介 先生】, 
https://yorozuipsc.com/blog/ai7625963 

10.​生成AIにより進化した企業知財の最前線【栗山 幸介 先生】【サマリアウェビナー】 - 
YouTube, https://www.youtube.com/watch?v=L65EENTdQxw 

https://kpmg.com/jp/ja/insights/2026/05/interview-mixi-02.html
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/4627c94fa706cf37ca4b.pdf
https://mixi.co.jp/news/2026/0409/50912/
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/ad29dab28f5fa4439fde.pdf
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/c64b91e44bb9b7b1297f.pdf
https://yorozuipsc.com/blog/aimixi
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/92b50103618b9c91b7f1.pdf
https://yorozuipsc.com/blog/ai7625963
https://www.youtube.com/watch?v=L65EENTdQxw
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